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団体概要 

ＥＥ～～ききゃゃんんぱぱすすのの会会ととはは、、本本学学のの  「「環環境境報報告告書書作作成成
学学生生委委員員会会」」のの愛愛称称です。私たちは、学生目線で大学
における社会的責任 （University Social Responsibility）
に関する成果をまとめた「大阪府立大学環境報告書」
を作成しています。 

かつて、本学では環境報告書は発行されていません
でしたが、これに危機感を持った先輩たちが  「「私私たたちち
のの手手でで環環境境報報告告書書をを作作ろろうう！！」」と立ち上がり、2011 年
4 月、E～きゃんぱすの会が発足しました。苦労の末、
2012 年に初号が発行され、今年度で第 10 号となりま
した。これまでの経緯は 「大阪府立大学環境報告書の
10 年（p48～p50）」に詳しく書かれています。 

2018 年度から環境報告書の作成が環境人材育成教
育プログラムを構成する科目 「地域環境活動演習」の
テーマの 1 つとなり、2021 年度は 4 名の履修生がＥ
～きゃんぱすの会のメンバーとなり、環境報告書を作
成することができました。 
 
私たちの目標 

私たちの目標は、学生の視点から大学の環境面の取
り組みを検証し、提言を行うことです。具体的には以
下の目標を持っています。 
〇教職員・学生が連携する知的・実践的拠点となる。 
〇副専攻「環境学」を活かす組織となる。 
〇国際的な視野で社会を牽引する環境人材へと育つ 

場となる。 
〇学生と大学のパイプ役になる。 

 
 
2020 年度の活動概要 

・環境報告書の思わぬ効果 
 前代未聞のコロナ禍に見舞われ、地域環境活動演習
の環境報告書作成グループも活動開始が例年より約
２ヶ月遅れ、6 月半ばに初めての編集会議を開きまし
た。インタビューや取材を進める中で、中百舌鳥キャ
ンパスにおいて実験室排水をトイレ洗浄水として再
利用している取り組みを初めて知り、施設見学させて
いただき環境報告書に紹介する記事を掲載しました。
その結果、イギリスの高等教育専門紙のランキングで
水部門の世界 99 位にランクインされ、私たちも誇り
に思っています。 
 
・大学生協と連携したごみ減量の呼びかけ 

E～きゃんぱすの会の先輩たちは、事務室等から出
る古紙を有効利用して、“手手提提げげ紙紙袋袋”” を作っていまし
た。その残りがまだ部室に大量にあり、「いま使わない
といずれ廃棄物になる」と事務局から聞きました。そ
こで、新入生を対象とした白鷺祭新歓で資料入れに活
用しましたが、まだ 600 枚以上残りました。このため
大学生協と相談し、2020 年 11 月～12 月、大切に使っ
ていただく方にエコバッグとして提供するとともに、
ごみ減量化の呼びかけも行いました。 
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大阪市立大学との交流 

2021 年 9 月 12 日(日)、大阪市立大学の環境報告書
プロジェクトチームのメンバーとオンラインで交流
会を開催しました。 

今回の交流会では、それぞれの活動を紹介し合い、
2022 年度に新大学が設立されることを受けて、今後の
環境報告書の作成はどのように進めていくべきか、ま
た新大学ではどのような環境活動を行っていくべき
か等のテーマについて、意見交換しました。 

また、お互いに報告書編集における工夫や心がけて
いること、活動を広げる取り組み等について話し合い、
環境報告書を作成する者同士として良い勉強になり
ました。 
 交流会の中では、異なる大学や学域、学部の学生か
らの多様な意見を聞いて多様な考え方を知ることが
でき、とても有意義な交流会になったと感じています。
このようなディスカッションの場は新大学において
も、学内、学外を問わず積極的に取り入れるべきだと
思いました。 

交流会を終えて、新大学においても、学生が積極的
に関与する環境報告書はぜひ継続していくべきだと
強く感じました。そして、学生団体として主体的に活
動を行っていく市大スタイル、演習として教職員のサ
ポートもあり着実に活動を行っていく現在の府大ス
タイル、それぞれの良さをより活かせるような環境報
告書作成チームができることを望んでいます。 
 
編編集集後後記記  

2022 年度に大阪市立大学と大阪府立大学との統合
が決まっており、今回が府大として発行する最後の環

境報告書となりました。 
新型コロナウイルスの影響で外出制限がかかり、対

面での活動があまりできない状況下、どのように意見
交換し取材を進めていくかが大きな課題でした。そこ
で、オンラインツールを活用して編集会議やインタビ
ューを行うことにより、情報伝達の不足を補えるよう
努めました。さらに、メンバーが一致団結した結果、
府大環境報告書の集大成を十分果たすことができたと
思います。 

私たちはこの活動を通じて、さまざまな事を学ぶこ
とができました。具体的には、 
○本学の環境活動は数多くあり、それらには多くの学

生や教職員の方が関わっているということを知る
ことができた。 

○教授や外部講師の方の取材を通じて、ビジネスメー
ルの出し方や敬語の使い方等、社会のマナーやスキ
ルを学ぶことができた。 

○報告書の読み手に内容を理解してもらいやすい文
章を書く難しさを知り、読みやすい文章を考えるき
っかけになった。 

等であり、演習としても大変多くの学びがあり、とて
も有意義な経験ができたと感じています。この環境報
告書が、少しでも多くの学生や教職員、学外の方々に
とって環境について考える機会となり、日々の生活や
行動を見直すきっかけになることを願っています。 
 本環境報告書の作成に当たり、多くの教職員、学生
並びに学外の方々にご協力をいただき、発行すること
ができました。心から感謝申し上げます。 
 

 
担当：藤田 直己（E～きゃんぱすの会） 

 
交流会に参加した両大学のメンバー 

事務局を交え 1 度だけ対面で開催した編集会議 
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私は、2013～2016 年度に E～きゃんぱすの
会に所属していました。そのきっかけは、学部
１年生の必須科目であった講義に、当時代表を
務めていた藤本千恵さん （生命環境科学部）が
現れ、E～きゃんぱすの会の活動を紹介された
ことでした。「大学の社会的責任 （USR）として
発行する環境報告書を、学生が主導で作成す
る」ことにより、「学生から、大学のあり方に“物
申す”、環境について提言する、という活動をし
ています」という堂々とした話しぶりに、学生
に挑戦する機会を与えてくれる暖かく、懐の深
い大学に入学できたと感じ、希望で胸が震えた
のを覚えています。 
 環境報告書を作成する中では、教職員の方々
とやりとりをすることになります。学生からの
「目線」と、教職員からの 「目線」は異なりま
す。その違いから、立場や年代の異なる方々の
意見の重要性、そして大学の公式文書として組
織名を背負う責任の重さを学べたことは、社会
に出ていく上でも大変良い経験となりました。
この活動が続いてきたのは、学生側の情熱は勿
論ですが、教職員の方々が学生とのつながりを
大事にするという 「大阪府立大学らしさ」も要
因ではないでしょうか。 
 本寄稿のタイトルを 「『大阪府立大学』環境報
告書の最終号の発行に寄せて」とさせていただ
いたのは、大学統合後もなんらかの形で、学生
が主体となって環境報告書を作成するという
取り組みを続けていってほしいという思いか
らです。 

この場をお借りして、この環境報告書が今後
も学生と教職員をつなぎ、社会に向けて発信さ
れ続けていくことを切に願います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
E～きゃんぱすの会 OB 

辨野 真理（大阪府職員） 

寄稿 2✍ 寄稿 1✍ 

  

大阪府立大学らしい環境報告書を作りたい。
2011 年にエコ・サイエンス研究所に赴任して、
そのように所⾧の大塚耕司先生に持ちかけら
れた時、これは大変なお仕事だと思いました。
環境報告書の中身も、府大らしいという意味
も、ゼロからの手探りだったからです。 

府大らしい環境報告書を考える上で、早い段
階で環境部エコロ助、里環境の会 OPU などで
活動する学生さんたちの活動を拝見し、お話を
する機会に恵まれたのは僥倖でした。「きちん
と環境報告書を持つことは、大学とそこで学ぶ
学生たちの社会に対する責任だと思う。大学も
学生と対話してほしい。」そう語る学生さんた
ちの姿に頭の霧がすっと晴れました。学生さん
と大学が対話しながら、学生さんが主体となっ
て作成することこそ、府大らしいのだと思い至
ったのです。 

早速、学生さんたちと 3 つの基本方針につい
て議論を始めました。環境報告書の作成が、①
学生たちが大学の持つ社会的責任について深
く考え、対話し、学習する機会となること。同
時に、②大学の環境マネジメントのみならず、
キャンパスの⾧期的な未来像も含めた総合的
な環境ガバナンスについて、学生間で、大学と
の間で積極的に対話し、実現する機会となるこ
と。③こうした活動も含めて、学生たちが環境
報告書の内容を企画し、自ら取材し、記事を書
くこと。 

幸いにもこれらの基本方針は学生さんたち
の考えていたところとも一致し、環境報告書に
ついて熱心な議論が始まりました。初年度を担
当した学生さんたちは、取材の仕方、文章の書
き方はもちろん、環境マネジメントとは何か、
という根本的な問いの前に立ち止まり、苦労し
ていました。感服したのは、自分たちが見つけ
た問題点を解決すべく、すぐさま別の活動を立
ち上げる実践力の高さでした。府大の学生さん
の可能性を何より感じた 
初号・二号完成でした。 
統合後も、その財産が引 
き継がれることを願って 
やみません。 
 

E～きゃんぱすの会 
初代顧問 
福永 真弓（東京大学大学院准教授） 
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府大の環境報告書は、作成に関わった学
生や教員の努力や熱意のこもった府大
が誇れる質の高いものです。おかげで府
大のみんなが環境に関心を持つきっか
けになったと信じています。新大学でも
皆が環境問題に関心を持てるよう引き
継がれることを期待しています。 

竹竹中中  規規訓訓  
人間社会システム 
科学研究科 

この 10 年、関わってくれた学生さんの顔
が浮かびます。この環境報告書は学生に支
えられて育んできたものなので、本当に感
謝です。現在は卒業した彼ら彼女らが、社
会人の立場から、今の環境報告書をどのよ
うに見るのか聞いてみたいものです。 

中中谷谷  直直樹樹  
工学研究科 

Ｅ～きゃんぱすの会のメンバーにとって、環
境報告書作成は各自の専門の学修では得ら
れない他に替えがたい経験になるはずです。
大学統合後も発展的に継続して頂きたいと
思います。また、キャンパスでの環境活動に
対する教職員 ・学生の意識がさらに高まるこ
とを願っています。 

横横山山  良良平平  
工学研究科 

本学の環境報告書を見るのを毎年楽しみに
しています。緑あふれるキャンパスが周辺も
含めた生物多様性を支えてきたことの証で
もあり、次世代に引き継ぐための記録でも
あります。10 年継続したことはとても意義
深く、今後も何らかの形で継続いただけるよ
う私もサポートできればと思います。 
 

平平井井  規規央央  
生命環境科学研究科 

学生を中心に、関係教職員や大学当局のサ
ポートで毎年発刊されてきた環境報告書
も、創刊から早 10 年ですね。特に関係学生
の皆さんは、人一倍、高い環境意識を持つこ
とになったと思います。新大学での環境報
告書の更なる進展と同時に、関わりのある
元・現学生の皆さんのそれぞれの分野での
環境も考慮した更なる活躍を祈念します。 

北北宅宅  善善昭昭  
研究推進機構 
植物工場研究センター⾧ 

本学中百舌鳥キャンパス内には、森林、草
地、水域など多様な生態系あり、希少種が
生息する一方， 外来生物も侵入 ・定着し
ています。これらの現状を報告する環境
報告書があったからこそ、キャンパス内
の生物多様性を維持・管理する取り組み
が継続されてきたと思います。 

上上田田  昇昇平平  
生命環境科学研究科 
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『『環環境境報報告告書書初初号号～～第第 99 号号ままででのの表表紙紙』』  

年 度 2011年度 2012年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
所 管

飯田 桃子 
山道 あい

副代表
荒木 尊士 飯田 桃子 木山 由希 木山 由希 河添 修平 岩谷光一郎 橘高 寛人 橘高 寛人
井本 幸 岩崎 弘明 桑木 雅史 桑木 雅史 桑木 雅史 河添 修平 鈴木 三平 鈴木 三平
岡本 大輔 岡本 大輔 高木 直輝 高木 直輝 杉山 雄亮 橘高 寛人 中尾和佳奈 中尾和佳奈
片岡 拓也 北野 絵理 田中 大樹 塚本 聡美 高木 直輝 齋藤 龍吾 中西 雄紀 中西 雄紀
北野 絵理 木山 由希 塚本 聡美 ⾧尾 知香 谷口   歩 白數 将明 東  有香 納塚 駿
木山 由希 芝野 徹 中植 貴之 初村 美佳 塚本 聡美 鈴木 三平 廣幡亮太郎 東 有香
芝野 徹 竹林 夏帆 ⾧尾 知香 花田 実世 ⾧尾 知香 高木 直輝 日下安里紗
竹林 夏帆 玉井 一生 中山 武則 松田 茉夕 初村 美佳 塚本 聡美 廣幡亮太郎
玉井 一生 中植 貴之 初村 美佳 吉田 拓矢 花田 実世 ⾧尾 知香 藤田  直己
虎田 杏 中村 泰斗 花田 実世 松岡 花奈 初村 美佳 丸井恵里加
中植 貴之 原田 早紀 藤原 佳哉 松田 茉夕 松田 茉夕
中嶋 一夫 日比 芳昭 辨野 真理
根岸信太郎 松山 圭希 松田 茉夕
畑中 太一 宮崎 準平 水上 裕貴
日比 芳昭 山道 あい 吉田 拓矢
藤本 千恵 横山 文秋
松山 圭希

顧 問 福永 真弓 福永 真弓 大塚 耕司 大塚 耕司 大塚 耕司 大塚 耕司 大塚 耕司 大塚 耕司
上田 昇平 上田 昇平 上田 昇平 上田 昇平 上田 昇平 上田 昇平
北宅 善昭 北宅 善昭 北宅 善昭 北宅 善昭 北宅 善昭 北宅 善昭
小西 康裕 小西 康裕 小西 康裕 竹中 規訓 竹中 規訓 竹中 規訓
平井 規央 平井 規央 平井 規央 中谷 直樹 中谷 直樹 中谷 直樹
松岡 雅也 松岡 雅也 松岡 雅也 平井 規央 平井 規央 平井 規央
横山 良平 横山 良平 横山 良平 横山 良平 横山 良平 横山 良平
吉井 泉 吉井 泉 吉井 泉

増垣 早苗 北田 博昭 北田 博昭 北田 博昭 北田 博昭 北田 博昭 北田 博昭
吉川 直美 吉川 直美 吉川 直美 山本 達也 山本 達也 山本 達也

吉川 直美 吉川 直美 吉川 直美
奥山 博子

吉田 拓矢 吉田 拓矢 納塚    駿 隅野 果歩

E～きゃんぱすの会、サポート教員、事務局の名簿一覧

代 表 宮崎 準平 藤本 千恵 田中 大樹 河添 修平 河添 修平

北野 絵理
木山 由希
芝野 徹
竹林 夏帆
玉井 一生

（注）メンバーの青字は「地域環境活動演習」の履修生

メンバー
（50音順）

事務局

サポート
教員

（50音順）

＜エコ・サイエンス研究所＞ ＜環境教育研究センター＞

(年度前半は
担当不在）

2013年度

根岸信太郎
内村未穂子
岩崎 弘明
岡本 大輔

松岡 雅也

松山 圭希
宮崎 準平
横山 文秋

大塚 耕司

中植 貴之
中村 泰斗
原田 早紀
日比 芳昭
辨野 真理

2015年度

花田 実世
飯田 桃子
大橋かるな
河添 修平
木山 由希
桑木 雅史
中植 貴之
中山 武則
藤原 佳哉
辨野 真理
水上 裕貴

横山 良平
吉井 泉
北田 博昭
増垣 早苗

石井  実
北宅 善昭
小西 康裕
前川 泰子

増垣 早苗

大塚 耕司
石井 実
北宅 善昭
小西 康裕
松岡 雅也

松浦由布子
松山 圭希
水上 裕貴

2014年度

内村未穂子
大橋かるな
大森 康平
木山 由希
瞿曇 優佳
鹿志村美緒
中植 貴之
田中 大樹
玉井 一生
西部 千愛
日比   芳昭
福井友里菜
藤本 千恵
辨野 真理

横山 良平
吉井 泉

北田 博昭

横山 良平
吉井 泉

北田 博昭
増垣 早苗

大塚 耕司
石井 実
北宅 善昭
小西 康裕
松岡 雅也
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片岡 拓也 北野 絵理 田中 大樹 塚本 聡美 高木 直輝 齋藤 龍吾 中西 雄紀 中西 雄紀
北野 絵理 木山 由希 塚本 聡美 ⾧尾 知香 谷口   歩 白數 将明 東  有香 納塚 駿
木山 由希 芝野 徹 中植 貴之 初村 美佳 塚本 聡美 鈴木 三平 廣幡亮太郎 東 有香
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中嶋 一夫 日比 芳昭 辨野 真理
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松山 圭希
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平井 規央 平井 規央 平井 規央 中谷 直樹 中谷 直樹 中谷 直樹
松岡 雅也 松岡 雅也 松岡 雅也 平井 規央 平井 規央 平井 規央
横山 良平 横山 良平 横山 良平 横山 良平 横山 良平 横山 良平
吉井 泉 吉井 泉 吉井 泉
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吉川 直美 吉川 直美 吉川 直美 山本 達也 山本 達也 山本 達也

吉川 直美 吉川 直美 吉川 直美
奥山 博子

吉田 拓矢 吉田 拓矢 納塚    駿 隅野 果歩

E～きゃんぱすの会、サポート教員、事務局の名簿一覧

代 表 宮崎 準平 藤本 千恵 田中 大樹 河添 修平 河添 修平

北野 絵理
木山 由希
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1 基本理念 

大阪府立大学は、「高度研究型大学―世界に翔く地域の信頼拠
点―」であることを基本理念としている。本学では、環境施策に
おいてもこの理念を重んじ、大学の社会的責任 （USR ：University 
Social Responsibility）を果たすべく、キャンパス内の安全 ・環境
管理を徹底するとともに、環境問題の解決に向けて学際的な研
究に積極的に取り組み、持続可能な社会の実現に向けた環境活
動を、一層強力に展開する。 

このため、教育研究の充実 ・発展により、社会に新たな環境保
全 ・改善技術を提供するとともに、持続可能な社会を構築するた
めの牽引役となる人材 （環境人材）を育成する。また、大学教職
員及び学生が連携し、キャンパス内の環境保全 ・改善と環境創造
を進め、安全に配慮し、地域社会における環境保全 ・改善の知的 ・
実践的拠点となることを目指す。 
 
２ 基本方針 

―「高度研究型大学」を目指して― 
(1)４学域 ・７研究科の多様な研究分野を融合し、持続可能な社会

の構築に向けて、必要な取組方向、再生可能エネルギー及び環
境技術等について研究・提案を行う。 

(2)環境問題を解決し、持続可能な社会を構築するための牽引役
となる人材を育成するため、「環境学」等の環境人材育成教育
プログラムを充実させ、大学院生を含む全ての学生が学べる
環境を継続、発展させる。 

 
―コミュニティとしての大阪府立大学― 
(1)幅広い立場の学内関係者が垣根を越えて意見交換を行い、安

全で豊かな環境のキャンパスの実現を目指す。 
(2)事業者として環境に少なからぬ影響を及ぼしていることを自

覚し、責任感を持って全学共通の中期的 ・⾧期的な環境目標を
定め、キャンパスの安全管理と環境負荷の低減に努める。 

 
―地域社会との連携― 
(1)大学の教育研究活動、安全管理、環境改善への実践活動を通し

て、安全で地域社会に開かれた大学を目指す。 
(2)地域の団体 ・自治体 ・企業等と積極的に協働体制を築き、環境

保全・改善・創造に向けて行動する。 
(3)災害等のリスクに対して、大学が地域防災の拠点の一つとな

るよう、平時から適切な情報と防災知識の発信を行う。 
 
―国際社会への貢献― 
(1)近年の環境問題の多くが、地球温暖化等グローバルな問題と

関わりがあることから、学際的かつ国際的なコミュニケーシ
ョンを積極的に行い、持続可能な社会の構築を目指す教育研
究の拠点となることを目指す。 

  
  

11..  TThhee  BBaassiicc  PPrriinncciippllee  

The basic principle of Osaka Prefecture University (OPU) is “High-
level research-oriented university -A global hub trusted by local 
communities.” This principle is highly esteemed in their 
environmental measures. OPU will be thorough with safety 
control and environmental management in the campus, and 
accelerate interdisciplinary research works and environmental 
activities for realizing sustainable society, to fulfill their USR 
(University Social Responsibility). 
In order to achieve these goals, OPU will provide new 
environmental preservation and restoration technologies to 
society by improvement of their education and research, and 
foster “environmental experts” who can lead to establish 
sustainable society. OPU will also become an intellectual and 
practical center for environmental preservation and restoration in 
the local society by conducting collaborative activities with 
students for safety and environmental management in the 
campus. 
 
22..  TThhee  BBaassiicc  EEnnvviirroonnmmeennttaall  PPoolliittyy  

--  HHiigghh--lleevveell  rreesseeaarrcchh--oorriieenntteedd  uunniivveerrssiittyy  --  
(1) We will integrate various research fields of our four colleges 

and seven graduate schools, and research and provide social 
demand environmental policies, renewable energies, and the 
other technologies, to establish sustainable society. 

(2) We will enhance their environmental education programs, 
such as “Program on Environmental Science (Minor)”, to 
foster environmental experts who can lead to establish 
sustainable society, and improve educational environments 
in which all students including graduate students can learn 
the environmental issues. 

 
--  UUnniivveerrssiittyy  aass  aa  llooccaall  ccoommmmuunniittyy  --  
(1) We will realize safe and rich environment campus in which all 

people concerned in our university can exchange views by 
going over the fence. 

(2) We will be aware of their responsibility for large environmental 
impacts to local society as a business operator, and decide a 
medium and long term environmental goals for all faculties to 
realize safety control in the campus and reduction of the 
environmental impacts. 

 
--CCooooppeerraattiioonn  wwiitthh  aa  llooccaall  ssoocciieettyy  --    
(1) We will become a safe and open university in a local society by 

performing education and research activities, safety control, 
and activities for environmental improvement. 

(2 ) We will establish collaborative relationships with local groups, 
local governments, companies, and so forth, and perform 
activities for preservation, improvement and creation of 
environment. 

(3) We will transmit appropriate information and disaster 
prevention knowledge in time of peace, to become one of 
the bases for the local disaster prevention against large-scale 
disaster risks. 

 
--  CCoonnttrriibbuuttiioonn  ttoo  iinntteerrnnaattiioonnaall  ssoocciieettyy  --  
(1) We will actively perform interdisciplinary and international 

communication, and become a center of education and 
research for establishing global sustainable society, because 
many of recent environmental problems concern global 
issues such as global warming. 

（（参参考考））大大阪阪府府立立大大学学環環境境理理念念  
TThhee  EEnnvviirroonnmmeennttaall  PPrriinncciippllee  ooff  OOssaakkaa  PPrreeffeeccttuurree  UUnniivveerrssiittyy  
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３ 行動する上での６つの視点 

1. キャンパスの安全管理の徹底 
 大学の活動に関して排出される各種廃棄物や排水を適切に処

理し、高圧ガスや薬品等について責任を持って適切に管理し、
キャンパス全体の安全管理を徹底する。  

 
2. 省エネルギーと温室効果ガスの削減 
 大学キャンパス内の省エネルギー行動を強力に推進するとと

もに、再生可能エネルギーの研究と創出により、エネルギーの
効率的な利用を一層促進し、温室効果ガスの削減に積極的に
努める。 

 
3. キャンパス・ビオトープ整備と環境学の展開 
 キャンパス全体をビオトープとして環境整備し、継続的に維

持 ・管理していく仕組みを構築する。さらに環境人材育成教育
プログラムを一層充実させ、持続可能な社会を構築するため
の牽引役となる環境人材を育成する。 

 
4. 廃棄物の削減と資源の有効利用 
 循環型社会の形成に資するため、学内における 3R（Reduce、

Reuse、Recycle）を徹底し、廃棄物の分別と資源の有効利用を
進める。 

 
5. 防災の役割と地域連携  
 災害時への対応として、 リスクに備えた情報公開を行うとと

もに、地域社会との連携 ・交流を積極的に進め、ボランティア
活動の拠点としての機能を果たす。 

 
6. 学生による主体的な行動 
 学生は学内における諸活動に大きな影響力を持つことから、

学生が自ら主体的に行動し、大学内の環境保全 ・改善 ・創造、
地域との連携に取り組む。 

 

33..  SSiixx  vviieewwppooiinnttss  ffoorr  eennvviirroonnmmeennttaall  aaccttiivviittiieess 

1. Thoroughness of safety control in the campus 
We will thorough with safety control in whole campus by 
appropriately treating all kinds of wastes and wastewaters 
discharged by our activities, and responsibly managing highly 
pressurized gases, chemicals and so forth. 
  

2. Energy saving and reduction of greenhouse gas 
emission 
We will actively perform effective energy consumption and 
reduction of greenhouse gas emission by strongly promoting 
energy saving activities in the campus and renewable energy 
research and development. 
  

3. Improvements of campus biotope and environmental 
education program 
We will improve the environmental of whole campus as a 
biotope, and establish a structure which can continuously 
operate and maintain the campus biotope. We will also 
improve the environmental education program to foster 
environmental experts who can lead to establish sustainable 
society. 
  

4. Reduction of wastes and effective utilization of 
resources 
We will be thorough with the 3R (reduce, reuse, recycle) in the 
campus, and promote reduction of wastes and effective 
utilization of resources, in order to contribute to establishment 
of recycling –oriented society. 
  

5. Disaster prevention and community cooperation 
We will provide disaster risks as measures to cope with 
disasters, and actively promote cooperation and exchange 
with local communities, to play a part in a volunteer center. 
  

6. Initiative activities of students 
Our students will initiatively act for environmental 
conservation, improvement and creation of the campus, and 
cooperate with local communities, because students have a 
great influence on various activities in the campus. 
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１１  全全体体評評価価  
〇新型コロナウイルスの影響により教育研究活動や

環境活動が制約を受ける中、2021 年度も学生主体で
記念すべき第 10 号の環境報告書を発行されたこと
に敬意を表します。 

 今回の環境報告書は、大阪府立大学としての最後の
発行となり、2020 年度の活動状況に加え、これまで
の取り組みも記載され、貴大学における環境活動の
変遷を振り返ることができました。また、活動状況
の写真や図が的確に配置され、視覚的にわかりやす
い内容となっていました。 

〇2012 年の環境報告書初号発行以降、2015 年 9 月の
国連サミットにおける「持続可能な開発のための
2030 アジェンダ」の採択や 2015 年 12 月の国連気
候変動枠組条約第 21 回締約国会議（COP21）にお
ける 「パリ協定」の採択、また、2019 年 6 月の G20
大阪サミットにおける「大阪ブルー・オーシャン・
ビジョン」の共有など、環境分野を取り巻く状況は
大きく変わってきました。 
2022 年 4 月に発足予定の新大学においても、世界
や日本の動きに対応した環境保全活動及び環境人
材育成教育プログラムが推進されますことを期待
します。 

 
２２  各各項項目目ににつついいてて  
○第１章の環境活動では、「環境部エコロ助」、「里環境

の会 OPU」のこれまでの活動の総括やコロナ禍の中
での活動内容の紹介がありました。また、「ボランテ
ィア・市民活動センターV-station」の「日本の棚田
百選」に選出された千早赤阪村「下赤坂の棚田」で
の棚田保全活動や、大阪市立大学との学生有志で構
成する団体「Honaikude」による関西広域連合の政
策提案募集での優秀賞の受賞など、学内にとどまら
ない幅広い活動を行われていることを高く評価し
ます。 

〇第２章の環境研究 ・環境教育では、2010 年 4 月に開
設された環境人材育成教育プログラムのこれまで
の振り返りの記載がありました。同教育プログラム
は、環境に関する知識 ・スキル・マインドを有する 

 
人材の輩出を目的に構築され、これまで多くの学生
が履修されてきました。新大学においても現代シス
テム科学域の PBL（Project Based Learning）プログ
ラムの一つとして引き継がれるとのことですので、
今後も「環境」の視点を持つ人材の育成に取り組ん
でください。 

○第３章の環境パフォーマンスでは、電気、ガス、上
水の使用量や廃棄物の排出量などをキャンパス別に
集計し、使用量等の増減した要因を分析されていま
す。2020 年度はコロナ感染拡大に伴うオンライン授
業の実施等の影響により、電気・ガスの使用量が前
年度より約 1 割減少し、二酸化炭素排出量は、電気 ・
ガスの使用量の減少に加え、調達している電力の排
出係数が小さくなったことにより、前年度比約 18％
減少しています。今後もカーボンニュートラルの実
現に向け、さらなる省エネに取り組むとともに、排
出係数の小さい電力の調達にも引き続き取り組ん
でください。 

〇第 4 章の環境マネジメントでは、目標に対する自己
評価を 「B/やや高い」「C/普通」とされている項目が
ある一方、「環境マネジメント」の項目は、新大学発
足に伴う環境マネジメント体制の再構築検討の見送
りなどにより「E/低い」とされています。日本最大
の公立大学法人となる新大学におかれましても、継
続的に改善が可能となる環境マネジメント体制を
構築され、さらなる充実した取り組みが推進される
ことを期待します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 年 11 月 10 日               
地方独立行政法人 

大阪府立環境農林水産総合研究所  
            理事⾧ 石井 実 
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